日本混相流学会2006年度第3回理事会・議事録

日時：平成18年12月9日(土)13:00-17:00

場所：東京海洋大学品川キャンパス楽水会館2F特別会議室

出席者(理事)：辻裕(会長)、井口学(筆頭副会長)、賞雅寛而(企画担当副会長)、奈良林直(情報担当副会長)、高橋弘(情報部会長)、小泉安郎(企画部会長)、田中敏嗣(国際部会長)、大川富雄(総務部会長)、梅景敏彦(九州地区担当理事)、大成博文(リエゾン担当理事)、佐藤博(東北地区担当理事)、佐藤恵一（北陸・信越地区担当理事）

出席者(オブザーバー)：近藤健 (事務局)、白川典幸(総務委員・書記)
配布資料：

1. 前回議事録の確認




[資料2006-3-01]

2. 2007年度評議員候補者について



[資料2006-3-02]

3. その他審議事項




[資料2006-3-03]

4. 情報部会報告





[資料2006-3-04]

5. 企画部会報告





[資料2006-3-05]

6. 国際部会報告





[資料2006-3-06]

7. 学生会報告





[資料2006-3-07]

8. 年会講演会2006・第25回混相流シンポジウム報告
[資料2006-3-08]

9. 第11回オーガナイズド混相流フォーラム実施要綱
[資料2006-3-09]

議事：

1. 前回議事録確認

大川総務部会長から、資料2006-3-01に基づき前回議事録の確認があった。訂正等ある場合には近日中に総務部会長まで連絡することとした。

2. 国際部会報告

田中国際部会長から、ICMF2007-Leibzigの若手研究者支援に関する案が説明された。応募資格の年齢を2007年3月31日現在35才以下に変更した上で承認された。支援金の受け渡し方法に関する検討を国際部会長に依頼した。

3. 2007年度評議員候補者の承認


大川総務部会長から、資料2006-3-02に基づき2007年度評議員候補者(案)が示された。原案通りこれを承認した。

4. その他審議事項

大川総務部会長から、資料2006-3-03に基づきその他審議事項が示され、以下に示す審議を行った。

(1) 論文審査について

　論文審査の遅延を避けるため、審査手順の変更案が示され、原案通り承認された。

(2) 学生会担当理事の交代について

　学生会担当の坂東理事から梅景理事への交代が了承された。

(3) 会議の協賛について

　下記2件の会議に協賛することが承認された。

・The 1st International Colloquium on Dynamics, Physics and Chemistry of Bubbles and Gas-Liquid Boundaries (2007 年9 月25-28 日、北海道大学にて開催)～メール審議で承認済みのため確認のみ。

・電気プロセス・トモグラフィーの全て(仮題)(2007年4月20日、日本大学にて開催)

 (4) 機関別認証評価に係わる専門委員候補者の推薦について

　独立行政法人大学評価・学位授与機構より標記専門委員候補者の推薦について依頼があった旨が報告された。学会として推薦を行うべきとの結論で一致し、候補者の選定を行った。推薦を行うにあたって必要となる作業は総務部会長が行うこととした。

(5) 維持会員勧誘キットの配布

　事務局より、維持会員勧誘キット各２部が本会議出席者に配布された。積極的に勧誘を行ってほしい旨のお願いがあった。

5.情報部会報告

高橋情報部会長から資料2006-3-04に基づき以下の内容の報告があった。

(1) 編集委員会関連

· 論文投稿状況が報告された。

· 会誌発行：20巻4号と21巻1号の掲載予定記事が紹介された。これに関連し、異なる分野における専門用語の取扱について意見交換した。

· 会誌の編集方針／長期編集企画：21巻および22巻の特集記事と論文精選集の編集方針が示された。

· 編集委員会の開催日程(案)が示され、原案通り承認された。

(2) J-Stage関連

· ｢混相流｣および｢混相流研究の進展｣をJ-Stageに登録するための作業経過について報告された。20巻1,2号は既に公開済み。20巻3号以降は大きな問題なしに公開可能と予想される。19巻以前は電子ファイルがなく労力が大きいため、公開を見合わせる。なお、混相流研究の進展の公開にあたっては相当の作業が必要であるため、学生アルバイトを使うことが提案され承認された。

6.　企画部会報告

(1) 資料2006-3-05に基づき、小泉企画部会長から掌握事項に関して報告された。

· 資料2006-3-08を用いて、佐藤恵一実行委員長より、金沢で開催された年会・シンポジウムの実施報告と収支決算報告がなされ、了承された。

· 小泉企画部会長から、「年会講演会2007・第26回混相流シンポジウム」の準備状況が報告された。

· 佐藤東北地区担当理事より資料2006-3-09に基づきOMF2007-Akita(サスペンションの移動現象と水圏環境工学における新展開)の準備状況に関して報告が行われた。スラリー輸送研究会との共催とすること、招待講演者の参加費に関して提案があり、了承された。

· 大成リエゾン担当理事より、2007年3月5日に工学院大学で開催される「マイクロ・ナノバブル技術シンポジウム」の準備状況に関して報告が行われた。

· レクチャーシリーズおよび研究会(混相流のグラフィックシミュレーションと可視化研究会、混相流フォーラム関西、東北混相流研究会、マイクロ・ナノバブル研究会)の活動報告がなされた。

(2) 研究会活動経費について

小泉企画部会長より、資料2006-3-05に基づき、研究会への運営経費の支給方法を簡素化することが提案され、概ね原案通り承認された。ただし、飲食費は運営経費の使途に含めないこととした。

(3) 研究・企画委員会構成提案

小泉企画部会長より資料2006-3-05に基づき、研究・企画委員会構成に関する提案がなされた。当面は研究会に移行可能な年会講演会OSを母体とするアイディアが示された。このため、2007年会の際にオーガナイザーと協議する予定。また、来年度数十万円程度の支出が予想される旨の説明があり了承された。

(4)総会/20周年記念行事

賞雅企画担当副会長より、来年開催予定の総会および20周年記念行事の準備状況が報告された。メール審議の通り、20周年記念行事は2007年8月4日に京大会館で芹澤先生を実行委員長として開催する。予算規模は30～50万円程度の計画。HP・学会誌等で周知する。

7.学生会報告

梅景学生会担当理事より資料2006-3-07に基づき、以下の報告があった。

· 学生優秀講演賞の賞状および副賞の発送状況、学会誌用の原稿準備状況が報告された。これに関連し、副賞、受賞者数について意見交換した。

· 夏季セミナー準備状況が報告された。6月24-25日に北海道青少年会館で開催予定。

· 次回年会における学生優秀講演賞の選考方法等実施方法に関する検討状況が報告された。これに関連し、優秀講演賞と精選論文集に関する評価を統一できないかとの意見が出され、検討することとした。

· 学生会世話役に佐藤岳彦先生(東北大)を加えることが報告された。

8.その他

(1) 維持会員増強に関して

維持会員特典(バナー広告や企業紹介記事等)の利用促進および年会講演会等での協力企業への礼状の送付等について意見交換した。

(2) 会費未納者について

会費未納者の状況について事務局より報告があった。次回学会誌発送時に、宛名に加えて会費納入状況を記し、振込用紙を同封（あるいは学会誌に挿入）することとした。

総務委員長：大川富雄
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